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　　　　整理整頓は心の掃除につながる　（サッカー日本代表　長谷部　誠）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　今月のひとこと

　　　　　　　　

　　　　　　　　　え？！【この国】？でオリンピック？！

　　　　　　　代表取締役　河面　直

　　ルーキー物流マン紹介　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

創業以来、中途入社組が大半。とりたてて育成・教育と
等の構えた制度もなく、トラブルには、対症療法で乗り越
えてきたような気がする。

そこにアルバイト経験だけで組織人としての経験のまっ
たくない２０代スタッフが若干名入社した。

若手は金の卵という言葉に身が引き締まる。
当社の将来に希望を持ってもらえるよう事業を拡充して
いかなければならないが希望を作るのは彼らでもある。
我々は、彼らに自分で考える環境や機会を作る場を提供
したいと思う。できれば同じメンバーとの意見交換等で考
えを検証し進化の一助にしてほしい。

窪田　純

　

　　　

　

　　　　　　　　　　　 　　　　　　

　　　　　

当社で教職の民間会社就労体験がありました。　　　　　　　　　　

　　　　　　

【この国】。政治家がよく使う。私たちの国、自分たちの国を【この国】と言う。
自分の家族を指して、この家族とは言わないし、出身地や卒業した学校を、この県、
この学校と言うのも妙な話だ。自分の会社を「この会社」とは言わない。
日本に住むのが嫌になって国を出た人間に「この国」と言われるのも尺に障る。
「この国」は司馬遼太郎氏の引用だが、歴史小説家としての氏のライフワークと思う。
昨今の「この国」発言は、自分だけ高見の立場からモノ申すと言う傲慢さや尊大さを感
じる。マスコミは警鐘や注文をつけるのが仕事だが、政治家は国民を代表して渦中の栗
を拾う当事者ではないか。評論家候補に投票しているわけではない。

いつやる？今でショ！若手・新人育成塾開催（商品管理チーム）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議題は業務範囲だけに
終始しないつもりだ。

ネットで情報や知識ばかりを
増やすより見識を磨こう。
人材よりも人柄で評価される
会社組織にしていこう。

我々も若手とのジェネレーション
ギャップに戸惑っている場合では
ない。俺達熟年も変化と成長
を諦めてはいけない。

大磯町の学校の先生。
緊張した３日間だったと思う。
怪我や事故のない事を祈る毎日だっ
た。配属先チームはKYK。
シウマイで神奈川県を代表するブランド
の会社の店舗配送に同乗。
一見温厚だが好奇心と情熱は人一倍。
当社を練習場所にする「うらかぜ吹奏
楽団」の主宰者でもある。
学校では今年から吹奏学部の顧問にも
なった。教職の枠にとらわれない行動
力が頼もしい。

笑顔が印象的。
根気や忍耐の軸がある。
持ち前の勤勉さと努力で人生を切り
開いていく事を期待したい。
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